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平成２４年６月２７日 
会 員 各 位 
 
                                           美しい多摩川フォーラム事務局 

 

平成２４年度 第１回 教育文化・環境清流合同部会 

◆ ６月２７日（水）、美しい多摩川フォーラムの平成２４年 第１回 教育文化・環境

清流合同部会が開催されました。概要は下記のとおりです。 
 

 
   ・開催日時：平成２４年６月２７日（水）１５時～１６時半 
   ・開催場所：立川グランドホテル ３Ｆ サンマルコ 
   ・出 席 者：副会長、部会長、副部会長、運営委員、アドバイザー、会員等 
 
◎ 教育文化・環境清流合同部会の概要 
１． 開会 
２． 部会長挨拶 
３． 経過報告 ※はビデオ放映 
  （１）平成２４年度事業計画・同予算＆実施内容【資料１】 

 （２）多摩川夢の桜街道：桜の札所巡り事業【資料２】 

      ①3/24：「“多摩川夢の桜街道”と語り会」※ 

        第 1部：シンポジウム～細野助博会長、平野啓子副会長、ダニエル・カール副会長、 

        第２部：語り会～語り部・平野啓子副会長（調布市グリーンホール・大ホール） 

      ②3/24～4/15：おおた さ・く・ら うぃーく（スタンプラリー＆ガイド付き

ウォーク～大田観光協会、美しい多摩川フォーラム、はとバス） 

      ③4/4：多摩川夢の桜街道“美しき桜心の物語”の語り会（十五番・妙法寺

〈世田谷区〉～語り部・平野啓子副会長）※ 

      ④4/5：桜ウォーキングⅠ：ガイド付き桜の札所巡り（野川沿いの紅枝垂れ桜・ 

都立武蔵野公園・都立野川公園～美しい多摩川フォーラム、リビング多摩、 

大谷桜守）※ 

      ⑤4/6：桜ウォーキングⅡ：第３回駅からハイキング（羽村・福生～美しい多摩川 

フォーラム、ＪＲ東日本、西武鉄道、多摩モノレール）※ 

⑥4/13：桜ウォーキングⅢ：ガイド付き桜の札所巡り（多摩森林科学園～ 

美しい多摩川フォーラム、クラブツーリズム、大谷桜守） 

      ⑦4/18：桜ウォーキングⅣ：ガイド付き桜の札所巡り（広徳寺・光厳寺・龍珠院

～美しい多摩川フォーラム、リビング多摩、大谷桜守） 
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（３）東北・夢の桜街道：桜の札所巡り事業（東北・夢の桜街道推進協議会）【資料３】※ 

     第１回“美しき桜心の物語”の語り会（4/21：三春滝桜～語り部・平野啓子副会長） 

（４）平成２４年度総会開催（5/27） 

（５）東急百貨店「ココエコチャリティー」実施（5/31～6/27）【資料４】 

（６）第４０回調布市環境フェア出展（6/2）【資料５】 

  （７）第５回多摩川一斉水質調査実施（6/3）【資料６】 

 （８）多摩川“水”大学講座（5/18、6/8）【資料７】 

 （９）平成２４年度「食と地域の交流促進対策事業」第１回実行委員会（6/15）【資料８】 

（10）国土交通省国土政策局：平成２４年度「官民連携主体による地域づくり 

推進事業」応募（6/18）【資料９】 

～以下、当面の予定～ 

（11）美しい多摩川フォーラムの森（青梅）下刈イベント（6/30） 

（12）第２回食と文化の交流イベント（7/7：農林水産省関東農政局交付金事業）【資料 10】 

（13）多摩川っ子（第５号）発刊（７月中旬） 

（14）狛江古代カップ第２２回多摩川いかだレース参加（7/15）【資料 11】 

（15）多摩川“水”大学講座（7/20、9/21） 

（16）第５回子どもカヤック体験教室開催（7/21） 

（17）多摩川１万人の清掃大会参加（8/5） 

（18）第４回炭焼き体験と水辺の交流会開催（8/17） 

（19）平成２４年度「食と地域の交流促進対策事業」第２回実行委員会（9/10） 

（20）カヤック体験教室（9/17：農林水産省関東農政局交付金事業） 

 
４．意見交換 

（１）平成２４年度活動計画等について【資料１】 

 （２）都市農山村の文化交流について【資料８】 

 （３）多摩川教育河川事業について【資料 12】 

（４）その他 
 
５．部会長総括・閉会 

 
１． 開会（初参加者紹介および資料確認） 

（事務局） 

定刻になりましたので、美しい多摩川フォーラム平成２４年度第１回教育文化・環

境清流合同部会を始めさせて頂きます。本日はじめて部会にご出席される方をご紹介

いたします。 

 



3 

（大田区 都市基盤整備部 蒲田まちなみ維持課長 高橋 義博 様） 

髙橋と申します。４月に現在の職につきました。仕事柄、大雨の時に氾濫防止のた

め多摩川に出向くことが多いので、多摩川は荒れたイメージが強いのですが、大田区

でも水辺の楽校等の授業が始まりますので、違う顔の多摩川を見ることができれば良

いと思っています。よろしくお願いいたします。 

 

（昭島市 環境部 環境課 水と緑の係 菊地 和也 様） 

菊池と申します。昭島市にも水辺の楽校があり、市民が主体となって運営しており、

市が事務局をやっております。他にも農業用水の管理をやっております。よろしくお

願いいたします。 

 

（トップツアー 立川支店 アシスタントマネージャー 中屋 祐一郎 様） 

中屋と申します。私は生まれが東京昭島市で、川に近い所で育ち、河川敷等で遊び

ました。現在も川崎市多摩区で、多摩川に近い場所に住んでおります。多摩川を身近

に感じながら、また仕事でも多摩川の環境素材を利用した旅行事業を展開できればと

思いながら、参加させていただきました。よろしくお願いいたします。 

 

（事務局） 

有り難うございました。以上３名の方が新たに部会に出席されます。また、第１回

地域経済活性化部会にオブザーバーとしてご出席され、まもなくフォーラム会員にな

るＮＰＯ特定非営利法人 地球野外塾の萩野眞理様です。 

 

（萩野様） 

萩野と申します。地球野外塾は、早稲田大学探検部に所属していたＯＢの方が、子

どもたちに自然体験をさせたいという目的で立ち上げられました。もともとは、２０

年前に多摩川の水質調査をしようと、上流から下流まで水質調査をしながらカヌーで

下った経緯がありますが、２００４年にＮＰＯとして発足し、それ以来、毎年多摩川

上流から大田区羽田までカヌーで下る活動をしています。他にも多摩川で色々な活動

をさせていただいていますが、今回、美しい多摩川フォーラムさんとご縁があって参

加させていただいております。よろしくお願いいたします。 

 

２． 部会長挨拶 

（平野副会長） 

細野会長から、教育文化部会長のお話をいただき、当初は役不足ではないかと躊躇

していたのですが、お引き受けすることにいたしました。普段、色々な会議に出席す

ることが多いのですが、意見を言うことが多く、皆さんの意見をまとめながら進めて
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いく会議の司会は、まだ慣れておりません。色々と不手際があるかと思いますが、一

生懸命やってまいりたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（渡邉環境清流部会長） 

今年の総会で、環境清流部会長に指名されました。大役を仰せつかり、皆さまのご

期待に応えられるよう頑張ってまいりますので、よろしくお願いいたします。 

私はもともと大学で環境科学の授業を担当しておりましたので、環境には長年関心

を持っております。特に多摩川一斉水質調査については私の専門分野ですので、電気

伝導率の測定等、ご協力できると思います。他にも、「美しい多摩川フォーラムの森

（青梅）」がありますが、水質を良くするには森林が大事なので、皆と一緒に活動し

てまいりたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

３． 経過報告 

（事務局） 

今年度の当フォーラムの活動につきましては、お手元の資料にて時系列でお示しし

ております。それでは、はじめに（２）番①、③、④、⑤、（３）番をビデオにまと

めておりますので、後方のスクリーンをご覧ください。 

 

（２）多摩川夢の桜街道：桜の札所巡り事業 

       ①3/24：「“多摩川夢の桜街道”と語り会」 

       ③4/4：多摩川夢の桜街道“美しき桜心の物語”の語り会 

       ④4/5：桜ウォーキングⅠ：ガイド付き桜の札所巡り（野川公園） 

       ⑤4/6：桜ウォーキングⅡ：第３回駅からハイキング 

（３）東北・夢の桜街道：桜の札所巡り事業（東北・夢の桜街道推進協議会） 

     第１回“美しき桜心の物語”の語り会 

― ビデオ放映 ― 

いかがでしたでしょうか。本日は、ビデオでご紹介した桜の札所の写真パネルをい

くつか展示しておりますので、後ほどゆっくりご覧ください。 
経過報告を続けます。 
 

（２）多摩川夢の桜街道：桜の札所巡り事業【資料２】 

・ 本日ビデオの映像にはなかったのですが、【資料２】の４枚目に「くにたち桜守

と歩く、多摩川夢の桜街道～三十八番札所・多摩森林科学園」とあります。こ

ちらの桜のイベントにつきまして、吉丸園長より一言ご感想をお願いいたしま

す。 
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（吉丸様） 

４月１３日（金）、くにたち桜守の大谷さんと参加者の皆さんに当園を訪問していた

だきました。今年は桜の開花が遅れており、心配したのですが、４月中旬でしたので、

何とか咲いてくれました。当園には沢山の桜の種類があり、平年ですと３月下旬から

４月下旬まで約４０日間にかけて咲くのですが、今年は４月中旬から２０日間の間に

凝縮されて咲きました。ですので、今年参加された皆さんは幸運だったのではないか

と思います。 

 

（事務局） 

有り難うございました。続きまして、お忙しい中、ボランティアで桜の語り会にご

出演いただいた平野副会長から、イベントについて補足説明等がございましたらよろ

しくお願いいたします。 

 

（平野副会長） 

総会でもお話をさせていただいたので、補足的なことは余りないのですが、ちょう

どタイミング良く、とうきゅう環境財団様からのご依頼で、機関誌「多摩川」の巻頭

言を書かせていただきましたので、そちらをお読みいただければと思います。 

ビデオをご覧の通り、ものすごく寒い日だったにも関わらず、事前にお申込みいた

だいたお客様が、復興の応援をするため休まず来てくださり、その多くの方にお泊り

いただいたため、当日三春町の宿泊施設は一杯になりましたし、三春町で宿を取るこ

とが出来なかった方は郡山にお泊りいただき、旅行でお金を落とすという形で応援を

してくださいました。お客様のお陰で目的を果たせました。 

もうひとつ、余り表に対して言うことではないので巻頭言には書きませんでしたが、

三春滝桜の会場で、別のイベント準備も行われていました。そちらは生中継も絡んで

いたので、スタッフは１００人近くいました。一方、我々のイベントは、考えられな

いくらい少ない人数で会場準備を進めていました。通常ですと、１つの役割に１人で

あるのに対し、こちらは１人が何役もこなしていました。当日、花の咲き具合をトー

クの中で話したく、楽屋で支度中に情報を得たかったのですが、その情報をスタッフ

が走って届けてくれました。会場は平地ではなかったので、相当大変だったと思いま

す。こういった大きなイベントを、１０人足らずのスタッフでできるのは奇跡的なこ

とではないかと思います。桜のイベント以外でも同じ状況なのではないか、事務局に

相当負担かかかっているのではないかと思いました。今後、皆で力を合わせてどのよ

うに負担を軽くできるかを考えなければならないと感じました。 

復興に関しては、報道等で「震災から１年」と良く言っていますが、震災から１年

経って何が変わったかというと、地元の人たちがその雰囲気に慣れて、受け入れられ

るようになっただけで、他は余り変わっていないのではないかと思いました。 
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３月に調布で行われたシンポジウムですが、震災後、刻一刻一刻と、お客様の求め

る需要が変わってくるのは、被災地だけではなく東京でも同じで、単にエンターテイ

メントを求める状況ではありませんでした。そのシンポジウムで「防災」をテーマに

取り込んだところ、主に多摩全域の消防関係者にご来場いただきました。おかげで防

災に対する気持ちもひとつにでき、多摩川で活動している団体があることを、地域を

守る消防の方に認識していただけました。せっかく繋がりができたので、「多摩の物

語」の中の「防災」を一層強固にしていきたいと思います。 

 

（５）東急百貨店「ココエコチャリティー」実施（5/31～6/27）【資料４】 

・ 【資料４】をご覧ください。ご覧のとおり、東急百貨店ホームページのトップ

ページに紹介されており、今年は５月３１日より６月２７日まで、東急百貨店

本店など８店舗において、ココからはじめる身近なエコ「ココエコ・チャリテ

ィー」イベントが開催され、東急百貨店オリジナル「渋谷のしっぽ」ラバーミ

ラーチャーム（渋谷名物のハチ公をモチーフにしたもの）が販売されています。

色はピンクとブルーの二種類で、価格は２００円です。本日、サンプルをお持

ちしましたのでどうぞご覧くださいませ。 

・ これは、東急百貨店の CSR の一環として企画されたもので、今年で３回目とな

ります。環境活動に積極的に取り組んでいる団体として「美しい多摩川フォー

ラム」に売上金の一部を寄付し、多摩川流域周辺の環境保全活動に貢献しよう

というものです。美しい多摩川フォーラムでは、いただいた寄付金を、「多摩川

一斉水質調査」などの多摩川環境保全活動に役立てていきます。 

 

（６）第４０回調布市環境フェア出展（6/2）【資料５】 

・ 【資料５】をご覧ください。美しい多摩川フォーラムでは、６月２日に開催さ

れた第４０回調布市環境フェアに出展し、多摩川一斉水質調査や美しい多摩川

クリーンキャンぺーンなど、環境への取り組みを、調布市の皆さんに大いにＰ

Ｒしました。 

 
（７）第５回多摩川一斉水質調査実施（6/3）【資料６】 

・ 【資料６】をご覧ください。フォーラムが直接担当した調査地点の結果を速報

としてお届けするものです。今回も、上流の山梨県丹波山村から最下流の河口

の０キロポストまで多摩川水系の流域７５地点の調査を実施いたしました。な

お、詳細な調査結果レポートは、例年どおり１１月に発刊する予定です。 

・ 採水した７５地点のうち、河口付近の１０地点については、今年も山崎副部会

長にご協力をいただきました。有り難うございました。一言よろしくお願いい

たします。 
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（山崎教育文化副部会長） 

マップ状になっている水質調査結果の速報を見ると、中流より上流に行けばとても

きれいです。下流に行くと、黄色が多くなっていますが、それでも十分きれいです。

数値だけで言えば、多摩川は長良川や四万十川よりもきれいなんです。我々が周りに

多摩川がきれいなことをどんどん発信し、皆に遊びに来てもらえるようにしていけれ

ば良いのではないかと思います。 

 

（事務局） 

渡邉部会長、この件で補足説明がございましたらお願いいたします。 

 

（渡邉部会長） 

ＣＯＤの数値も大事ですが、水温・気温も大変重要です。水温は、東京都の科学研

究所でも調査しています。下水処理され多摩川に流された水は、高度処理されている

のできれいなのですが、水温が高くなっています。冬の気温５℃に対し、水温が１０℃

となっています。魚や生物は、水温によって適する生物、適さない生物があります。

拝島を境とした上流は、低温で生息できる環境（生物Ａ）で、拝島橋から下流は、コ

イやフナなどの生物が適する（生物Ｂ）環境基準を作っています。水温が上がること

によって生態系が影響を受けています。 

電気伝導率については、ところどころで急に数値が高くなる場合があります。サン

プルの採り方も関係していると思いますが、下水処理場の水が排出される場所では急

に高くなります。平井川でも３年間測定しましたが、多摩川上流や秋川の水に比べて

高くなっています。これを調べると、硫酸イオンが高く、カルシウムが多いことが分

かりました。下流に行くと、海水が混じってくるので当然電気伝導率は上がります。

数値によって、海水がどのあたりから交じってきているのかも分かります。下水処理

場の水が入ると、窒素が高くなります。東京湾に窒素やリンが入ると、赤潮や青潮の

問題が出てきます。かといって多摩川に下水処理水を流さないわけもいきません。高

度処理すれば窒素等は取り除けますが、莫大な費用がかかります。今後の課題だと思

います。 

 
（８）多摩川“水”大学講座（5/18、6/8）【資料７】 

・ 【資料７】をご覧ください。これは、今年度の新規事業で、調布市共催のもと、   

５月１８日に開講しました。講師に、小倉副会長を迎え、講座を通じて、水環

境のリーダーを養成していくことをめざしたいとしています。 

 

（９）平成２４年度「食と地域の交流促進対策事業」第１回実行委員会（6/15）【資料８】 

・ 【資料８】をご覧ください。平成２３年度、２４年度の２カ年にわたる農林水
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産省関東農政局の交付金事業です。具体的には、去年の３月に応募し、２３年

度に実施をし、２４年度についても交付金の申請を行い、許可が下りました。 

・ ２４年度の活動を始めるにあたり、第１回目の実行委員会を開催しました。第

２回食と文化の交流イベントは、7/7に開催する予定です。詳しい年間スケジュ

ールは、資料をご覧ください。詳細については後ほど説明いたしますが、本案

件の実行委員長であります、小澤運営委員より一言お願いいたします。 

 

（小澤運営委員） 

この事業は、奥多摩郷土弁当＆スイーツと、民話の掘り起こしが２本柱です。これ

は一見関係がない、別々の事のようでしたが、前回の会議で、民話の物語を弁当の中

に混ぜて商品化していこうという面白いアイデアも出てまいりました。美味しいだけ

でなく、色んな意味で多摩川や奥多摩を表現できるものがいずれ完成するのではない

かと楽しみにしています。ぜひご期待ください。 

 

（10）国土交通省国土政策局：平成２４年度「官民連携主体による地域づくり推進事業」 

応募（6/18）【資料９】 

・ 【資料９】をご覧ください。この案件は、５月２８日に国土交通省国土政策局

より発表されたもので、１,０００万円程度の委託調査事業を、２４年度中に実

施することが前提となっております。募集内容をみると、美しい多摩川フォー

ラムが推進している「東北・夢の桜街道プラン」にピッタリ当てはまり、また、

応募締切が６月１８日と時間がなかったこともあり、急遽、細野会長と相談し、

１８日に何とか応募資料を提出したところです。なお、今月末には応募結果が

通知される予定です。 

 

～以下、当面の予定～ 

 

（11）美しい多摩川フォーラムの森（青梅）下刈イベント（6/30） 

・ 青梅市立西中学生を対象に、昨年オープンイベントを開催した、美しい多摩川

フォーラムの森（青梅）において、来たる６月３０日に下刈イベントを開催し

ます。 

   

（12）第２回食と文化の交流イベント（7/7：農林水産省関東農政局交付金事業）【資料 10】 

・ 【資料 10】をご覧ください。語り部・平野副会長にご出演いただき、東北復興

支援を絡めたグリーン・ツーリズムを行います。こちらについて、何か補足説

明等がございましたら、平野副会長よろしくお願いいたします。 
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（平野副会長） 

昨年の暮れ、事務局と一緒に宮城県の「おりざの森」に下見に行ってまいりました。

この時は、お店のご主人の乗りが良くなく、『「語り」の会なんかやってどうするの』

という反応で、ショックを受けて帰ってきました。しかし時間が経つにつれ、ようや

く前に乗り出してくださり、打ち合わせの際に話していたポスターやチラシについて

も、先方から「いつ作りましょう？原稿は？」と催促までしてくださいました。また、

震災直後、陸前高田から「おりざの森」がある町に避難していた方々がいらっしゃり、

その中のお一人が津波に関する絵本を書かれたので、当初決めていた演目の他に、そ

の絵本を読んでほしいとオファーまでありました。みんなの気持ちが前向きになり、

熱がこもれば、間違いなく成功すると期待しています。 

私が関わるとどうしても「語り」ということになってしまいますが、普段商品化し

ている「語り」を出す分については、品質は保証できると思っておりますので、「語

り」という部分が多くなってしまうことをお許しいただきたいと思います。 

 

（14）狛江古代カップ第２２回多摩川いかだレース参加（7/15）【資料 11】 

・ 【資料 11】をご覧ください。今年も当フォーラムよりダニエル・カール副会長、

狛江市職員、フォーラム事務局が乗り込み、出艇します。皆さん、ぜひ、会場

に足を運んで、応援をよろしくお願いします。 

 

（16）第５回子どもカヤック体験教室開催（7/21） 

・ 今年も７月２１日（土）、カヤック体験教室を、青梅市、青梅市カヌー協会と共

催します。 

 

（18）第４回炭焼き体験と水辺の交流会開催（8/17） 

・ 今年は８月１７日（金）に青梅市と共催で開催いたします。竹炭焼き体験と水

辺の安全学習を実践する、親子参加型の交流会を予定しております。 

 

（事務局） 

９月１７日（月）に開催する、農水案件のカヤック体験教室についても、会場手配

の関係から、青梅市と共催とさせていただくことができました。青梅市環境政策課の

田中係長、３つの案件を含めて一言お願いいたします。 

 

（田中様） 

青梅市は、美しい多摩川フォーラム事務局がある青梅信用金庫さんの“お膝元”で

ありながら、なかなか親水事業等についてこちらから能動的な動きができない中で、

地元の企業がこういった活動を推進されており、後から相乗りをさせていただくのは
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厚かましいことですが、青梅市で少しでもお手伝いできることがあればということで、

ご協力をさせていただいています。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

（事務局） 
有り難うございました。事務局からの経過報告は以上です。 

 
（平野副会長） 

事務局からの報告で、何かご質問、ご意見等はございますか。 
 

（山崎副部会長） 
狛江市が２２年間続けている「いかだレース」ですが、去年は私もいかだに乗船し

ました。非常に熱い日でしたが、関係者の応援もあり、楽しいイベントでした。フォ

ーラムの会員の人たちにも、ぜひ参加してもらいたいと思います。色々な団体が、色々

な自治体と色々な形で融合して協力体制が取れれば、素晴らしいと思います。 
 

（平野副会長） 
他に何か質問等はございますか。ないようでしたら、意見交換に進めます。 

 

４．意見交換（部会長） 
（平野副会長） 

はじめに事務局の方から説明してください。 
 

（１）平成２４年度活動計画等について【資料１】 

（事務局） 

・ 【資料１】をご覧ください。５月２７日（日）に、当フォーラム平成２４年度

総会が無事終了し、会員の皆さまには、終了した報告と資料をご郵送しており

ますが、簡単に説明させていただきます。 

・ まず「平成２４年度事業計画・同予算」ですが、収入の部の会費収入として

1,900,000円、寄付金として青梅信用金庫様より 8,000,000 円、交付金として農

林水産省関東農政局より 2,199,000 円、助成金として青梅市より 287,000 円と

なっており、前期繰越金 1,708,726円を合わせて、収入合計 14,094,726 円とな

っています。 

・ 一方、支出の部ですが、運営費として「総会」350,000円ほか合計で 3,250,000

円、活動費として「夢の桜街道・札所巡り事業」650,000円ほか合計で 9,779,000

円、次期繰越金（見込額）の 1,065,726円を合わせて、支出合計 14,094,726 円

となっています。なお、網掛けで表示している「多摩川“水”大学講座」は新
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規事業案件となっています。また、活動費の一番下に記載している「東北・夢

の桜街道プラン」1,700,000 円ですが、これは、東北復興支援事業として、東北・

夢の桜街道推進協議会に拠出します。 

・ 次に、「平成２４年度事業計画の実施内容について」ですが、「経済」「環境」「教

育文化」の３本柱に沿って一覧表にしています。先ほども申し上げましたが、「環

境」⑦の「多摩川“水”大学講座」が新規事業となっています。 

・ 次に、「平成２４年度事業計画の趣旨説明」ですが、本年度は、農水省案件や東

北復興支援案件等、大型案件が重なっているため、既存事業の継続実施が基本

となっております。 

 

（平野副会長） 

それでは皆さん、何かご意見・ご質問はございますか。ないようでしたら、次に進

めます。事務局の方から説明してください。 

 

（２）都市農山村の文化交流について【資料８】 

（事務局） 

・ 【資料８】をご覧ください。先ほど少しご説明させていただきましたが、平成  

２３年度、２４年度の２カ年にわたる交付金事業で、今年度で打ち切りとなりま

す。「食」「文化」を観光振興にあて、グリーン・ツーリズムを推進していく予定

で、今年の２月２８日に「第１回食と文化の交流イベント」を開催し、郷土弁当、

スイーツ、語りの中間発表を行いました。今年度は、来年１月２９日に「第３回

食と文化の交流イベント」を開催し、郷土弁当、スイーツ、語りの完成発表を行

う予定です。２月２８日のイベントにご夫婦で参加された渡邉部会長、感想等が

ありましたらお願いいたします。 

 

（渡邉副部会長） 

当日は、色々な食品を試食することができ、妻と「多摩地区で弁当として売れるも

のができるといいね」と話していました。また、青梅の民話を題材にした「語り」を

聞き、青梅に帰ったら地元の人にも聞かせてみたいと思いました。 

 

（事務局） 

有り難うございました。文化交流という面で、平野副会長から補足をお願いいたし

ます。 

 

（平野副会長） 

この事業は、２年間にわたり、農林水産省関東農政局からの交付金で行われます。
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２年間は国のお金で商品を開発し、３年目以降は販売に繋げていきますが、試作中の

今、地元の皆さんから様々なご意見をいただきたいと思います。 

 

（事務局） 

有り難うございました。先週行われた第１回地域経済活性化部会でも同じ議論が行

われました。その中で、日本経済新聞社・友山支局長から、「和歌山の熊野古道では

案内（看板）が充実しているのに、奥多摩ではほとんどない。ひとつのストーリーが

必要だ」とお話していただきました。参考になるかはわかりませんが、何かご意見が

あればお願いいたします。 

 

（渡邉部会長） 

思いつきですが、弁当ができると飲み物が欲しくなります。多摩地区には日原鍾乳

洞がありますし、小澤酒造さんも良い水があるようです。ミネラル・ウォーター的な

多摩地区の水を売りにしても良いのではないでしょうか。また、青梅市には柚子も沢

山あります。妻が、韓国産の柚子ジャムを買ってきたのですが、青梅産があっても良

いのではないかと思いました。 

 

（小澤様） 

飲み物は、工場がないとできません。うちの酒造は国税局の管轄下でやっています

が、ミネラル・ウォーターだと厚生省の管轄になり、うちではできません。水の基準

は、薬事法に近いと言われていて、簡単に手が出せるものではありません。現在、奥

多摩の原水を売っていますが、山梨県で製造しているようです。山梨県は、東京都よ

りも基準が甘いそうです。 

柚子については、郷土弁当の中に、ちとべさんの柚子を入れる予定ですが、それだ

けではなく、デザートや土産のようなものも考えていくべきだと思います。 

 

（平野副会長） 

食や飲み物に関する条例をご存じの方がいらっしゃると頼もしいですし、何か問題

にぶつかっても上手くクリアして更に前に踏み出せると思いますので、小澤さんには

今後ともよろしくお願いいたします。 

ほかに何かご意見等ございませんか。 

 

（ＪＴＢ横内様） 

地域の食材による町おこしは今やトレンドとなっていますが、難しいのはＰＲです。

企業であれば、ＣＭ等でお金をかけてＰＲできますが、非営利団体はそういう訳にい

きません。今チャンスとしては、国体があります。今年はプレイベントで来年は本番
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です。ＪＴＢでも、行政と話をして、国体が終わっても一過性に終わらないように、

地域の食材や町おこしをしていく予定です。以前、国体もしくは高校総体でハンドボ

ール競技の会場になった町で、地域の食材で選手におもてなしをし、選手や親が好印

象を持ちました。その後、その町で全国大会を継続的に開催することに成功し、地域

の活性化に繋がったという話もあります。我々もビジネス・チャンスとして、国体に

期待をしているところです。 

 

（平野副会長） 

トップツアーの方も、旅行の観点からご意見がございましたらよろしくお願いいた

します。 

 

（中屋様） 

私自身は、多摩地区の方が地区外に出て行かれるお手伝いをしておりますが、地方

の各支店については、地域と一体になってお客様を招き入れるお手伝いをしていると

ころもあります。今年はスカイツリーがオープンになり、地方から東京を訪れる方が

多くなっていますが、その方々に多摩地区にも目を向けていただけるようなＰＲを考

えていければと思います。 

 

（山崎副部会長） 

数日前の話ですが、朝日新聞で「多摩川のアユが史上最高の遡上数になった」と報

道がありました。アユを食材に使えば、宣伝はすでにしてくれています。多摩川の天

然アユを食べた方は少ないと思います。今回の奥多摩郷土弁当は、多摩川上流域の食

材をメインに考えていると思いますが、せっかくマスコミが大々的に報道しています

ので、中流・下流のアユを使用するのであればご協力できると思います。 

 

（平野副会長） 

新たな食材のアイデアをいただき、有り難うございました。他に何かご提案等ござ

いますか。ないようでしたら、次に進めます。事務局の方から説明してください。 

 

（３）多摩川教育河川事業について【資料 12】 

（事務局） 

・ 多摩川教育河川事業の「多摩川っ子第５号」は現在編集中で、７月１０日頃に水辺

の各活動団体あるいは学校、教育関係者に配布できる予定です。また、フォーラム

の夏の定例イベントとして、７月２１日に子どもカヤック体験教室、８月１７日に

炭焼き体験と水辺の交流会を開催します。また、イベントの総決算として、１２月

８日に子ども環境シンポジウムを予定しています。 
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・ 今日は議論する時間がないので、前年度までの模様はホームページのビデオレター

を見ていただき、「今年度はこうしたほうが良いのではないか」というご意見があ

りましたら、事務局の方にお寄せください。 

 

（３）その他 

（事務局） 

今日、オブザーバーでご参加いただいている NPO 特定非営利法人 地球野外塾の海

老澤様から今日の感想を含めて、手短にご説明をお願いいたします。 

 

（海老澤様） 

「多摩川カヌー探検隊」は、今年で７回目になります。青梅市御岳から大田区羽田

までの約８４ｋｍをカヌーで下る４泊５日のイベントです。５回目までは「多摩川環

境調査隊」という名称で、途中７ヵ所でガサガサや水質検査を行っておりましたが、

活動の内容が分かりにくいという理由で、分かりやすいネーミングに変更しました。

これはフラグシップ的なイベントですが、他にも色々な活動を行っています。 

多摩川は身近な存在ではありますが、多くの人にとって橋を横断するだけ、見るだ

けの川になっています。また、水の事故が発生すると、行政は子どもたちを川に近付

けないようにしがちです。そんな多摩川の実情を、上流から下流へと縦に繋げること

により、また、初心者でも気軽に本格的なカヌーのキャンプに参加できるようにする

ことで、意識の変化を促したいと思っています。しかし、集客の面において苦労して

おり、皆さんにご支援、ご理解、ご協力をお願いしたいと思っております。 

 

（事務局） 

続きまして、山崎副部会長から出版物のご紹介をお願いいたします。 

 

（山崎副部会長） 

冗談で言っていた「タマゾン川」が本になりました。私が小学校等の出前授業で話

していることを一冊の本にまとめました。夏休みの多摩川学習ネタが基本になってい

ます。昨日発売されましたが、学校の一部では、夏休みの指定図書に選ばれました。

「タマゾン川」は読み物ですが、「多摩川のおさかなポスト」は絵本になっています。

宣伝ですが、よろしくお願いいたします。 

 

５．部会長総括・閉会（部会長） 

（渡邉部会長） 

本日は、大変お忙しい中をお集まりいただき、有り難うございました。「多摩川夢

の桜街道」「東北・夢の桜街道」の今年度の事業はすでに完了し、環境についても水
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質調査はすでに終了しました。多摩川がきれいになってきたという証拠として、産業

労働局からの発表資料には、「多摩川のアユ遡上１千万匹」とありました。これは、

昨年の２倍となっています。現在は、「多摩川“水”大学講座」が開講中です。小倉

副会長が６回に亘って授業を行いますが、２回目まで終了しました。私も受講してい

ます。こういった、地域の指導者の養成は、非常に重要だと思います。指導者を養成

することにより、活動が広がっていくと思いますので、ぜひ今後も続けていきたいと

思います。 

 

（平野副会長） 

本日は、大変お忙しい中をお集まりいただき、有り難うございました。以上をもち

まして、平成２４年度・第１回教育文化・環境清流合同部会を終了いたします。 

                        

以  上 


